BHS工の特徴とその品質保証試験
１，製作性：

（1） 予熱の低減、：
・熱加工制御（TMCP）技術を採用した製造工法を用いているので予熱低減が可能。
・「基準書」によって、予熱を軽減するためにはPcm値により行って良いとされている。
また「JIS」によるとTMCPを行った鋼板（TMCP鋼）及び570キロ鋼のPcm値はJISに規格化されている。
・しかし、当該ＢＨＳ鋼は記載されているのか、それともエキストラ付きの特注か。　
（２）冷間加工：
・「道示、1.6鋼材」によると「シャルピー150以上（200以上）で、且つ、窒素量が0.006%を超えない材料は曲げ半径を7ｔ（5ｔ）にして良い。」とある。

・ＢＨＳはシャルピー規格値（100以上）で、パンフレット等から実際の値は150以上を十分超え、ミルシートに記載されているが窒素量の記載はエキストラ付きの特注か？。
（３）ロール方向の指定の解除
・原寸板取りにおける応力方向とロール方向の一致が求められているが、ＢＨＳ鋼は圧延直角方向でもミルシートから理解できる。よって、用いて良い。。
・「道示、17.3.1加工」では「橋軸方向と直角方向では引張強さや降伏点は差がないが、伸び：10～15％、絞り：5～15％、橋軸直角方向が小さい。圧延直角方向でも所定の機械的性質が満足できれば用いても良い」とある。。

・「基準書3.1加工」の【解説】には、「ＢＨＳ鋼は圧延方向、圧延直角方向のシャルピー値が同等とカタログ値になっている。そして、ミルシートでも圧延直角方向の機械的性質が確認できる。これらのことから対象となる箇所の鋼材については立会検査での材料機械試験をかすることなくミルシートで確認できる。」とある。・
しかし、道示による絞り値や基準書にある圧延直角方向の機械的性質等の内容はミルシートのどこに記載されているのか。記載するためには特注、エキストラ付きか？、　

（４）板厚方向の靱性

・耐ラメラテア性能を有するJIS鋼材は鋼材名称後に「-Z25S」等の記号を付けることとなっているが、記載されていないのでミルシートの保証は・・・。

・「道示、1.6鋼材」には「板厚方向に引張りを受ける場合には絞り値等鋼材の板厚方向の特性に配慮しなければならない。具体的には絞り値と硫黄含有量が定められ、たとえばZ35Cの場合、平均絞り値35%以下、硫黄含有量0.006%以下」とある。
しかし、鋼材品質の保証はミルシートで有るが、絞り値や硫黄含有量が何らかの形で保証、たとえばミルメーカが文章で保証した場合は認可できる。厳密にはミルシート保証（ミルシートの鋼材名称の後に「-Z25S」の記号付記）、もしくは確認試験保証となるが、いずれも発注者の技術者判断である。
２，強度・靱性の向上：

（１）強度はSM570（降伏点430Ｎ/mm2）に比べBHS500（降伏点500Ｎ/mm2）で、かつ板厚による強度の低下はない。ミルシート及びパンフレット等で確認できる。
（２）板厚方向の靱性は耐ラメメラテア材
・前項１，（２）による。
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